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歌劇 「オイ リアンテ」序曲
‖Euryanthe‖Ouvertare

ウェーバー
CarI Maria von VVeber

指揮 :西尾正行
コンサー トマスター :河上淳―郎

交響曲 「画家マティス」
SinfOnie‖ヽ4athis dertヽaler‖

ヒンデミット
PauI HindeFnith

I天 使の合奏
Engel‐Konzert

Ⅱ 埋葬
Grablegung

III聖 ア ン トニ ウスの試練
Versuchung des heiligen Antonius

指揮 :トーマス ・ザンデル リンク
コンサ=ト ミス トレス :内海友香

交響曲第4番  へ短調 作品36
SymphonγNo.4 in f minor Op36

チャイコフスキー
Peter ilyich Tchalkovsky

I Andante sostenuto‐Moderato con anirna‐Moderato assai′quasi Andante‐Allegro vivo

II AndantinO in modo di canzona

III Scherzo:Pizzicato ostinato‐Allegro

l1/‐Finale:Allegro con fuoco

指揮 :トーマス ・ザンデルリンク
コンサートミストレス :内海友香

2000年 12月 22日 (金) 19:00開 演
神戸国際会館こくさいホール

後援:兵庫県・神戸市民文化振興財団・兵庫県オーケストラ協議会・神戸新聞社

ご 挨  拶                     神戸大学交響楽団顧問 谷    武  幸

今年も残りわずかになってまいりました。日頃は神戸大学交響楽団をご支援いただきありがとうございます。
今年は神戸国際会館こくさいホールにおきまして、第50回定期演奏会を開催する運びとなりました。

今回は客演指揮に大阪シンフォニカー常任音楽監督トーマス ・ザンデルリンク先生をお迎えし、ウェーバー作曲 歌劇 「オイリアン

テ」序曲 。ヒンデミット作曲 交響曲 「画家マティス」 ・チャイコフスキー作曲 交響曲第4番 へ短調作品36を演奏致します。

団員一同練習に励んでまいりました。その成果を十分に発揮できればと願っております。どうか最後までご鑑賞下さい。

最後になりましたが、今後とも神戸大学交響楽同にご支援のほど、よろしくお願い致します。

ネ申戸大学交響楽団響友会会長 千 葉 修 二

神戸大学交響楽団は、ちょうど85年前の1915年 (大正4年 )に 『ワグナーソサエティ』の名称で設立され、日本での西洋音楽演奏
の先駆けとなりました。当時一般には西洋音楽に対するなじみもなくてほとんど理解されず、国内でシンフォニー ・オーケストラと言
えるプロの組織もありませんでした。神戸大学より古い国立大学のオーケストラとしては1909年 (明治42年)に 設立された九州大学
フィルハーモニーがありましたが、関西ではオーケストラと称するものはまったく存在しませんでした (注参照)。 第一回演奏会は同
年12月18日に行われ 「神戸の貴顕紳士 (きけん 。しんし)。 令嬢が大挙して集まり、満員の盛況」であったとのことです。1918年に

名称を 「フィルハーモニックソサエティ」に変え、さらに充実した活動を続けましたが、第二次大戦のため残念ながら1941年 (昭和
16年)に 活動を停止せぎるを得なくなりました。このように、長い歴史と伝統を持つ神戸大学交響楽団は第二次大戦終了の約4年 後に

活動を再開し、1951年に (復活)第 一回定期演奏会を開きました。そして戦後の何もなかった時代から既に半世紀以上が過ぎた今宵
、20世紀の最後を飾る第50回定期演奏会を開催することになりました。日本の国力の充実とともに西洋音楽の演奏に力を尽くしてき
たこのオーケストラが、来る21世紀でも、聴衆の皆様方とともに、さらにたくましく生き続けることを期待しています。

(注)大 学オーケストラの履歴。
[岡野 弁著

‖
メッテル先生

‖
より]    ① 1904年  慶應義塾大学ワグネル ・ソサイエティ

② 1908年  学習院大学オルフェウス 。オーケストラ

④ 1914年  早稲田大学交響楽団
⑥ 1916年  関西学院大学交響楽団
⑦ 1917年  京都大学音楽部交響楽団
*1926年  JOBK大 阪放送局オーケストラ設立
*1927年  現在のN響 の前身 :新交響楽団第一回定期演奏会
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(大阪シンフォニカー

首席クラリネット奏者)
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首席打楽器奏者)

オ寸
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佳 子

客演オ旨揮 トーマス ・ザンデルリンク

クル ト・ザンデルリンクを父に持つ。22歳 でラ
イヒェンバッハ交響楽団首席指揮者に、24歳 でハ
レ州立歌劇場音楽監督に就任。その後 ドレスデン国
立歌劇場やゲヴァントハウス管弦楽団などに客演。

ショスタコーヴィチとも交友を結び、交響曲のド
イツ初演権 (13,14番)も 与えられた。ウィーン国
立歌劇場では “フィガロの結婚"を ベームの死去に
伴い上演を引き継いだほか、バイェルン州立歌劇場
やフランクフル ト歌劇場、ベルリン ・ドイツ ・オペ
ラなども指揮。
最近では、サンクト・ペテルブルク ・フィルとマ

ーラーの、そしてフィルハーモニア管とはブラーム
スの交響曲全曲CDを リリース。大阪シンフォニカ
ー音楽監督及び首席指揮者、ベルリン国立歌劇場常
任客演指揮者。

トレーナーの先生方
Dcar Fricnds,

Bc al、vays vcry young and vcry sinccrc as l know yOu and as you rcally arc!Plcasc cniOy inusic,and bc

ncvcr a■aid to Play and pcrおrm mO and grcatpたccs cvcn thougl■thcy arc difflcult bccausc thc師o
music will makc you happy and happy as rnuch as you sinccrcly try to go thrOugh and undcrstand its

rcal bcau,「

Thank you fOr sinccriリ

私は幸せ者です。なぜなら音楽をしているからです。音楽は神が私たちに与えて下さった最高
のプレゼントです。音楽は神から作曲家、作曲家から演奏家、という管 (くだ)を 伝って人々を
癒すものなのです。これが私の職業という事はとてもすばらしい事で、もちろんトランペットを
吹いている時もそうなのですが、学生のオーケストラを教えている時も楽しくてしかたがありま
せん。色々な大学に行っているので教える曲が沢山あり、いっぱい勉強をしていかないといけな
いのですが、それがちっとも苦になりません。これも君達学生が、私に与えてくれるプレゼント
です。感謝しています。これからも共に音楽を楽しみましょう。

神戸大学交響楽団のみなさん、第50回定期おめでとうございます。この記念すべき演奏会に木
管のトレーナーとして関わったことを大変嬉しく思っています。今日指揮をしてくださるザンデ
ルリンクさんとは何度もご一緒していますが毎回新しい発見があり、奏者の持っている力を120%
引き出してくれる指揮者だと思います。本番はマエストロと共に、心を無にして音楽の事だけ考
えて楽しんで演奏してください。間違いなく素晴らしいコンサートになることと信じています。

僕は、自分のプロフィールの最初に必ず 「神戸生まれ」と書いている。とても誇りに思ってい
るからだ。その神戸の顔、神大交響楽団の練習に一度だけ寄せて頂いた。これまた光栄。そして
何と、我らがマエストロ、 トーマス ・ザンデルリンク氏の指揮による記念すべき演奏会である。
氏の絶大なる音楽と楽団員のピュアな情熱とが結実し、必ずや魂をゆるがす響きが創造されるこ
とであろう。また一つ、僕の誇りが増えた。ありがとう岡田君 !

本日は、神戸大学交響楽団第50回 定期演奏会開催誠におめでとうございます。
第50回 という長い歴史の中で同オーケストラは常に新しいものへとチャレンジし続けてこられ
現在に至ることと思います。私は、ご縁があり現4回生の方が 1回生の頃より同オーケストラを
知る事となるのですが、この4年間でも本当にさまざまな楽曲を取り上げ積極的に演奏会で発表
されていました。そのプログラム内容は、普段コンサートホールでなかなか聴く事の少ない楽曲
もあり、学生オーケストラでは非常に困難なものも含まれている事と思うのですが、同オーケス
トラは常に研究、挑戦の気持ちで団員が一つになり厳しい練習にも励んでこられました。その成
果は今日の演奏会にも十分に発揮されることと思います。

今後の更なる発展をお祈り致します。
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ギオルギ・バブアゼ
(大阪シンフォニカー

コンサートマスター)

宮 村

司

聡
(京都市交響楽団

首席トランペット奏者)
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